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研究の目的と調査概要

本研究は、科研費研究プロジェクト『「道」の
魅力の解明：歩く旅の心理的機能と地域資源とし
ての「道」』の一環として実施されたものである。
本研究プロジェクトは、人が「道」を歩く行為が
もつ心理的・社会的意味を明らかにするととも
に、観光資源としての「道」の可能性を検討し、
地域における新たな観光資源としての活用の方向
性を提示することを目的としている。具体的に
は、①歩行体験に伴う心理的・認知的機能の変化
の検証、②観光行動における街道・巡礼路・登山
道などの意味づけと利用形態の歴史的変遷の整
理、③「道」の管理と活用が観光地の活性化に与
える影響過程の分析、④観光客や地域住民の志向
性に応じたルート設計のあり方の検討、の 4つの
研究課題を設定している。本論文では、この研究
枠組みのうち、特に③の課題に焦点を当て、自然
環境におけるトラック（登山道・ハイキングコー
ス）の整備と利用が観光資源としてどのような価
値を生み出しているのかを検討することを目的と
する。その事例として、本研究ではアオテアロ
ア・ニュージーランド（以下 NZ）の南島のトラ
ックを対象とした。NZ では国立公園を中心とし
た自然観光が観光産業の重要な柱となっており、
特に長距離トラックを体系的に整備した「グレー
ト・ウォークス」制度は、自然保護と観光利用の
両立を図る管理モデルとして国際的にも注目され
ている。また同国では、宿泊を伴う長距離トレッ
キングだけでなく、短時間で自然景観を体験でき

る日帰りハイキングも広く普及しており、多様な
利用形態が共存している点に特徴がある。このよ
うな自然環境と利用制度は、自然観光地における
「道」の魅力とその管理のあり方を検討する上で
有効な事例を提供すると考えられる。
以上の問題意識に基づき、本研究では 2023年

2月 9日から 20日にかけて NZ 南島において現
地調査を実施した。調査ではレンタカーを利用し
てクライストチャーチから南へ移動しながら複数
地点に滞在し、各地域の代表的なトラックを実際
に歩行し、その整備状況、景観特性、利用者の様
子などを観察した。具体的には、クライストチ
ャーチ、テカポ、ワナカ、テ・アナウ、クイーン
ズタウンの 5地域に滞在し、合計 8つのトラック
を対象として現地調査を行った（表 1、図 1）。な
お、NZ では宿泊を伴う長距離トレッキングが国
際的に知られているが、海外訪問者の行動調査に
よれば、実際には比較的短時間のハイキングを行
う観光客も多いことが報告されている。そのため
本研究では、限られた調査期間内で複数のトラッ
クの特徴を比較するため、すべての調査を日帰り
ハイキングによって実施した。これにより、都市
近郊のレクリエーション型トラックから国立公園
内の山岳トラック、さらにはグレート・ウォーク
スに含まれる長距離トラックの一部区間まで、多
様なタイプの「道」を横断的に観察することが可
能となった。本研究は、このような現地調査を通
じて、NZ 南島におけるトラックが自然観光資源
としてどのような魅力を形成しているのかを明ら
かにするとともに、自然環境の保護、観光利用、
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表 1 NZ 南島における調査概要

図 1 NZ 南島における調査対象のトラックの所在地
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そして利用者体験の質との関係を考察することを
目的とする。

NZ における観光産業とハイキング

観光産業に従事する約 33万人は、NZ の全セ
クターの就業者の 11％に相当し、NZ における
観光産業は主要な産業の 1つであるといえる
（Stats NZ, 2026）。図 2の観光セクターの GDP に
占める割合を見てみるとコロナ禍以前の 2016年
から 2019年にかけては 5％を超え、海外からの
訪問者数は 350万人に達していた。コロナ禍の影
響により、2020年から 2022年にかけては海外か
らの訪問者数と観光セクターの GDP に占める割
合は激減したが、2023年度からは回復基調にあ
る。2024年の観光セクターの GDP に占める割合
3.9％は、農業・林業・漁業の 4.8％は下回って
いるものの、教育・訓練の 3.5％を上回る数値と
なっている。
ビジネス・イノベーション・雇用省（Ministry

of Business, Innovation & Employment, 2026）の
「海外からの訪問者調査（International Visitor Sur-
vey）」によると、2025年にホリデー・バケーシ
ョンを目的として NZ を訪問した 86.0％が「散
策・ハイキング・トランピング（山歩き・トレッ
キング）」を行い、7.8％が「登山・ロッククライ

ミング・懸垂下降・洞窟探検」といったアウトド
ア活動に参加していた。また、NZ への訪問の決
定要因として、69.0％が風景や景観を、30.5％が
アウトドア活動を挙げていた。さらに、自然保護
局（Department of Conservation：以下 DOC）が同
調査をもとにまとめた報告書（Department of
Conservation, 2025）によれば、2024年夏季（10
月から 12月）における海外からの訪問者の 52％
が国立公園を訪れており、最も人気の高かった 5

つの国立公園のうち 4つが南島に位置していた。
中でもフィヨルドランド国立公園の訪問割合が
23％で最も高く、アオラキ・マウント・クック
国立公園が 21％でそれに続いていた。また、ハ
イキングを実施した海外からの訪問者のうち、53
％が「30分から 3時間までのハイキング」、22％
が「30分以内のハイキング」、そして 19％が「3
時間以上だが宿泊を伴わないハイキング」を行っ
ていた。本調査の対象である③ミューラー・ハッ
ト・ルートと④フッカー・バレー・トラックはア
オラキ・マウント・クック国立公園内に、⑥ケプ
ラー・トラックと⑦ミルフォード・トラックはフ
ィヨルドランド国立公園内に位置しており、いず
れも海外からの訪問者に人気の高いトラックであ
る。確かに宿泊を伴いロングトラックを歩く体験
は、開始前の期待や不安、そして終了後の達成感
において日帰りハイキングとは質的に異なるもの

図 2 NZ への海外からの訪問者および観光セクターの GDP に占める割合の年次推移
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であり（Crust, et al., 2011）、複数日に渡ってロン
グトラックを歩くことは、旅の没入感を大きく高
める要因でもある（石盛，2022）。しかし、海外
からの訪問者の約 4割が比較的容易に実施可能な
日帰りハイキングを行っていることから、本調査
では調査対象を日帰りハイキングに限定した。
NZ では DOC が、急増する海外観光客への対
応と環境保護の両立、さらに経済的持続可能性を
確保するため、人気の高い 11のハイキングコー
スを「グレート・ウォークス」として指定してい
る。そして、山小屋やキャンプサイトの事前予約
と利用料徴収の制度が導入されている（Depart-
ment of Conservation, n.d.a）。また、図 3に示され
ているように、11のうち 8つのコースの宿泊施
設の利用では、NZ 在住者は割引料金で利用可能
な二重価格制も導入されている。グレート・ウ
ォークスは、主に 3～5日程度で歩く 30km～80
km 程度のコースが中心であり、全行程を踏破す
るためには宿泊が前提となる。ただし、最も人気
の高いミルフォード・トラックを除いては、予約
が必要なのは宿泊施設の利用のみであるため、今
回の調査のように日帰りハイキングとして一部区
間を歩く場合には、基本的に事前予約は必要とさ
れない。本調査でグレート・ウォークスに該当す
るのは、⑥ケプラー・トラック、⑦ミルフォー
ド・トラック、そして⑧ルートバーン・トラック
の 3つである。なお⑦ミルフォード・トラックに
ついては、ミルフォード・サウンドを出発地点と
する日帰りハイキングであってもガイド付きツ
アーの予約が必要であるため、事前に予約を行っ
た。グレート・ウォークスの利用状況調査では、
夏季の繁忙期にあたる 2024年 12月 1日から
2025年の 2月 28日までの期間における宿泊施設
の利用者数と占有率は、ミルフォード・トラック
が 3,573名で占有率 99％、ケプラー・トラックが
7,545人で占有率 98％、ルートバーン・トラック
が 8,123人で占有率 97％と、いずれもほぼ満員
の状態であった（Department of Conservation,
2025）。さらに、予約受付開始直後に予約枠が埋
まる状況が続いており、個人でグレート・ウォー
クスの宿泊施設を確保することは困難な状況とな

っている。

ハイカーの動機とハイキング体験における感情

ハイカーの動機については、世界各国の多様な
自然環境でハイキングを行う人々を対象として、
多くの研究が行われている。NZ の森林公園の訪
問者の動機を調査した Pan & Ryan（2007）は、
因子分析により「リラクゼーション（Relaxa-
tion）」「社 会 的（Social）」「帰 属（Belonging）」
「熟達（Mastery）」「知的（Intellectual）」という 5

つの次元を確認した。ヨーロッパでは、スペイ
ン・カタルーニャ地方の自然保護区を利用するハ
イカーを対象に調査を実施した Farías Torbidoni

（2011）が、「自然エリアの享受と評価（Enjoy-
ment and appraisal of the natural area）」「知識と新
しい体験の獲得（Knowledge and acquisition of

new experiences）」「自然エリアでの身体的または
スポーツ活動の実践（Practicing of physical or

sporting activities in the natural area）」「グループ構

図 3 グレート・ウォークスのいくつかでは NZ 在住者
には別料金であることを告知する看板

注）本論文掲載の写真はすべて筆者撮影
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成と娯楽（Group composition and entertainment）」
という 4つの次元を確認している。さらに、ドイ
ツ、オーストリア、イタリアのハイカーを調査対
象 と し た Bichler & Peters（2021）は、「発 見
（Discovery）」「リラクゼーション（Relaxation）」
「社 交（Socializing）」「挑 戦（Challenge）」「創 造
性（Creativity）」「認知（Recognition）」とい う 6

つの動機次元を見出している。アジアでは、韓
国・済州島の済州オルレを訪れるハイキング観光
客を対象とした分析において、Kim et al.（2015）
は、ハイカーの動機を「自然の享受と日常からの
脱却（Enjoying natural environment and escaping
from daily life）」「新しいタイプの旅行の追求
（Pursuing new type of travel）」「健康的な生活の追
求（Pursuing a healthy life）」「親密さの追求（Pur-
suing intimacy）」という 4次元構造として整理し
ている。また、香港の自然保護区の利用者を調査
対象とした Ng（2026）は、ハイカーの動機が
「自然におけるフィットネス（Nature fitness）」
「社会的交流（Social interaction）」「内面の平和
（Internal peace）」「自己開発（Self-development）」
の 4つに集約されることを見出した。さらに、台
北のトレイル利用者を調査対象とした Ng & Hsu

（2024）は、ハイキング動機が「リラクゼーショ
ン（Relaxation）」「社会交流（Social interaction）」
「能力と探検（Competence and exploration）」「精
神的リフレッシュ（Mental refreshment）」の 4つ
の次元から構成されることを示している。
これらの各研究で抽出された因子からハイカー
の動機は大きく 4つの側面に集約できる。第一
に、自然環境における心理的回復と日常からの脱
却、すなわち「リラクゼーション」である。これ
は多くの研究に共通して見られる最も基本的な動
機であり、「リラクゼーション」「自然環境の享受
と日常からの脱却」「内面の平和」「精神的リフレ
ッシュ」といった因子に対応する。都市の喧騒や
仕事によるストレスから離れ、自然の中で精神的
な静寂や身体的な休息を得ることが、この動機の
中心的内容といえる。第二に、自然環境における
新奇な体験を通じた知識や能力の獲得、「新しい
体験と知識・能力の開発」に関わる動機である。

これは自然の価値を享受し、新しい知識や経験を
求める志向を反映するものであり、「知的」「知識
と新しい体験の獲得」「発見」「挑戦」「創造性」
「自己開発」「能力と探検」といった因子が該当す
る。美しい景観を観賞したり、動植物に触れた
り、新しい場所を探索したりするなど、外部環境
への関心や学習的側面が含まれる。第三に、「運
動と身体的健康の維持」に関わる動機である。こ
れはハイキングを単なる余暇活動としてではな
く、活動を通じた健康維持および増進の手段とし
て捉える志向であり、「熟達」「自然エリアでの身
体的またはスポーツ活動の実践」「健康的な生活
の追求」「自然におけるフィットネス」といった
因子に対応する。体力の向上や困難なルートへの
挑戦、新しいスキルの習得などを通じて達成感を
得ることも、この動機に含まれている。第四に、
社会的つながりと絆、すなわち「社交性」に関わ
る動機である。これは他者との関係性を重視する
側面であり、「社会的」「グループ構成と娯楽」
「社交」「親密さの追求」「社会的交流」といった
因子が含まれる。家族や友人と時間を共有して絆
を深めることや、新しい友人を作ることが、この
動機の主要な内容である。もちろん、韓国に徒歩
旅行という新しいスポーツツーリズムを生み出
し、年間 100万人以上の利用者を集めている済州
オルレ（入江他，2018）においては、独自の動機
として「新しいタイプの旅行の追求：トレンドの
体験やメディアの影響」が確認されている。しか
しながら、基本的にはこれらの 4次元が基礎的な
動機とまとめられる。
さらにこれらの基礎的な動機に関する研究成果
を整理すると、ハイキングの意義は主として以下
の 3つの観点から理解できる。第一に、ハイキン
グは身体的回復と心理的回復の双方をもたらす活
動として広く認識されている点である。多くの研
究において、ハイキングは身体活動としての健康
増進効果と、自然環境に身を置くことによるスト
レス軽減や精神的回復とを同時に実現する活動と
して位置づけられている。すなわち、ハイキング
は身体を積極的に動かす「アクティブ」な側面
と、自然の中で心身を休める「パッシブ」な側面
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を併せ持つ活動であり、心身の総合的な回復手段
として国や地域を問わず共通の価値を有してい
る。第二に、ハイキングへの参加動機は、プッシ
ュ要因（push factors）とプル要因（pull factors）
の相互作用によって説明される点である。プッシ
ュ要因とは、都市生活からの逃避やストレスから
の解放、内面的な平穏の追求といった個人の内発
的動機を指す。一方、プル要因とは、美しい景観
や豊かな自然環境、整備されたトラックといった
目的地がもつ魅力によって生じる外発的動機であ
る。観光目的地の持つ魅力であるプル要因と、観
光客の内面にあるニーズであるプッシュ要因によ
って観光動機を理解する枠組みは、Dann（1977）
による提示以降、非常に多くの研究で用いられて
きた（e.g. Crompton, 1979; Joseph & Gillariose,

2025）。ハイキングへの参加動機についても、こ
の一般的な観光動機の枠組みの中で捉えられるこ
とができるといえる。とりわけ韓国、香港、台北
など急速な都市化を経験しているアジアの都市圏
における研究では、「日常生活からの脱却」や
「精神的な安らぎ」といったプッシュ要因が比較
的強調される傾向がある。第三に、ハイキングを
可能にするトラックは社会的機能を有する空間と
して理解されている点である。一般にハイキング
は個人的で孤独な活動と見なされることも多い
が、実際の調査では、家族や友人と体験を共有す
ること、あるいはグループで活動することが重要
な参加動機として一貫して報告されている。トラ
ックは単なる自然利用施設にとどまらず、人々が
交流し共同体的な経験を形成する社会的装置とし
て機能していると考えられる。ハイキングを含む
自然体験全般に共通する動機を、Hassell et al.
（2015）は「自分自身」「他者」「自然」という 3

つの対象との「再接続（Reconnection）」という枠
組みで整理している。すなわち、自然との再接
続：自然のなかを歩き、五感を通じて自然を感じ
る行為を通じ、人間が本来持っている自然への本
能的なつながりを取り戻すこと、他者との再接
続：家族や友人との絆を深め、日常生活の邪魔が
ない環境でコミュニケーションを修復すること、
自分自身との再接続：日常の役割（仕事や家事）

から解放され、本来の自分や自己イメージを再確
認することである。
自然景観の中を移動する訪問者の感情（気分、
情動、感覚）について、Chhetri et al.（2004）は、
大学生のグループに特定のトレイルを歩行させ、
コース上の複数地点で感情評価を実施すること
で、その基礎的構成要素の特定を試みている。そ
の結果、ハイキング体験に関わる感情として、
「望ましい体験（Desirable Experience）：楽しさ、
リラックス、魅力」「駆り立てる体験（Impelling
Experience）：意欲、刺激、先へ進もうとする原動
力」「不安な体験（Apprehensive Experience）：緊
張、孤立感、挑戦、未知への恐れ」「社会的相互
作用体験（Social Interaction Experience）：混雑や
他者との関わり」といった 4つの要素が抽出され
た。さらに Chhetri et al.（2004）は、コース環境
を「展望地」「開けたエリア」「森林」の 3タイプ
に分類し、各地点における感情の差異を比較して
いる。その結果、展望地では「心地よさ」や「魅
力」が最も高く評価される一方、森林では他のエ
リアに比べて「孤立感」が有意に高く感じられる
傾向が示された。また、ハイキングを単一の行動
としてではなく、「登山」「飲食」「温泉」といっ
た複数の行動場面の連続として捉え、旅程の中で
感情がどのように動的に変化するかを検討した杉
本（2017）は、秩父多摩甲斐国立公園の「御岳山
～日の出山～つるつる温泉」コースにおいて、7
つの評価地点で初訪問の大学生を対象とした感情
評価を実施した。そして階層的クラスター分析に
より感情変動の類似パターンを分析した結果、感
情は次の 4類型に整理された。すなわち、「感
動・感興」は登山過程で上昇し、眺望地点である
日の出山山頂や達成感の獲得において頂点に達
し、その後下山で一度低下するものの、温泉体験
によって再び上昇する。「内発的意欲」は旅程初
期に高く、見どころに到達するまで持続するが、
旅程が進み充足感が得られるにつれて徐々に低下
する。「消極的感情・疲労」は全体として値は低
いものの、疲労のみは運動量に連動して増加し、
疲労の蓄積に伴い旅程終盤（下山時など）で顕在
化する。「環境依存」は、神社や温泉などの人工
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施設において「混雑」と「安らぎ」が同時に高ま
るなど、場所の特性に応じて不規則に変動する感
情群として整理されている。
これらの研究成果を踏まえると、山岳、森林、
湖沼、展望地など多様な景観要素を比較的短い距
離の中で経験できる自然環境を有しており、歩行
の進行に伴って訪問者の感情が段階的かつ動的に
変化する条件が整っている NZ 南島における日帰
りハイキングは、自然環境の中を移動する過程で
多様な感情体験を生み出す活動として重要な意義
を有していると考えられる。さらに、日帰りハイ
キングは、宿泊を伴う長期の登山と比較して参加
のハードルが低く、多様な訪問者が自然環境を体
験する機会を提供する点でも重要である。短時間
の行程の中でも、展望地での感動や達成感、森林
環境における静寂や孤立感、休憩地点での社会的
交流など、複数の感情体験が組み合わさること
で、訪問者は自然環境との関係性をより豊かに感
じることが可能となる。したがって、NZ 南島に
おける日帰りハイキングは、自然景観の多様性と
移動体験を通じて訪問者の感情を動的に変化させ
るレクリエーション活動であり、自然体験の質を
理解する上で重要な研究対象であると位置づけら
れる。

各トラックでの調査結果と考察

①ボトル・レイク・フォレスト・パーク
ボトル・レイク・フォレスト・パークは、クラ
イストチャーチ中心部から北東へ約 10km、海岸
に隣接した場所に位置している。800ヘクタール
を超える海岸砂丘にラジアータパイン（マツ科の
針葉樹）が植えられており、マウンテンバイク
用、乗馬用、そしてウォーキング用のコースが設
定されており（図 4）、クライストチャーチ市民
のアウトドア・レクリエーションにとって重要な
資産となっている（Christchurch City Council,

n.d.）。公園内の森林は、30～35年周期で伐採と
再植林が繰り返される生産林でもあり、公園内は
絶滅危惧種を含む在来植物の保護区や、27種の
鳥類が生息する豊かな環境を有していて、利用目

的に応じて「保護」「生産」「レクリエーション」
の 3つのゾーンに分けられている。また、先住民
族マオリにとって、この地域はかつて重要な食料
調達の場であり、埋葬地などの考古学的遺跡も存
在している（Banks, 1999）。図 5のビジターセン
ターには、各コースの詳細が記されたマップボー
ドやパンフレットが用意されている。コースには
長いものから短いものまであり、あらゆる年齢層
や体力レベルに合わせて選ぶことができる。
ボトル・レイク・フォレスト・パークは、砂丘
という特性上、砂に足をとられることもあるが、
市民が気軽かつ安全に自然の中でウォーキングを
行うことができる場所となっている。ボトル・レ
イク・フォレスト内の道路は、碁盤の目状に配置
されていて、南北に走る道には、Apple から
Whiskey までアルファベット順の名前が付けら
れ、東西に走る通りには 10から 28までの番号が
振られており、そのルールを理解すると現在位置
が確認できる（Christchurch City Council, n.d.）。
したがって、既存のコースをたどるだけでなく、
碁盤の目状に広がる作業道を組み合わせること
で、迷うことなく自由に散策することができる。
実際、調査では、表 1に示した歩行距離 1.6km

以外にも、30分ほど自由に歩いたが、その方が
森の中の散策の魅力を味わうことができた。
ボトル・レイク・フォレスト・パークは、都市
近郊における自然レクリエーション空間が、心理
的回復と日常からの離脱というハイキングの基本
的動機（Pan & Ryan, 2007; Ng & Hsu, 2024）を
満たす典型例として位置づけられる。特に、碁盤
の目状の道路配置と多様なコース選択の自由度
は、利用者が自律的に行動を構成できる環境を提
供しており、これは自然レクリエーションにおけ
る「発見」や「創造性」といった体験価値（Bi-
chler & Peters, 2021）を強化する要因と解釈でき
る。また、生産林・保護区・レクリエーション空
間のゾーニングは、環境保全と利用の両立という
管理理念（Higham & Carr, 2003）を具体化した
ものであり、持続可能な利用の枠組みを示してい
る。さらに、都市住民が気軽にアクセス可能であ
る点は、日常的な自然接触を通じた「自己・自
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然・他者との再接続」（Hassell et al., 2015）を促
進し、場所愛着の形成（Williams & Vaske, 2003）
にも寄与する可能性がある。

②テイラーズ・ミステイク・トラック
テイラーズ・ミステイク・トラックは、クライ
ストチャーチ中心部から南東へ約 16km の場所に
位置し、図 6に示したテイラーズ・ミステイク・
ビーチを起点とするトラックである。ビーチから
スカボロー保護区に向かって進み、図 7の木々や
低木が密生する林冠の下を 400メートルほど、や
や急な崖を標識に従って登っていくと、図 8のよ
うに出発地点であるビーチと海を見渡す景観が広
がる。トラックが通る野原には多くの羊が放牧さ
れており、NZ らしい牧歌的な景観の中でトラッ
ク歩きを楽しむことができる（図 9）。2000年代

初頭には、NZ で飼育されていた羊の頭数は約
4,000万頭で当時の人口約 400万人の約 10倍に相
当していた（Stats NZ, 2024）。近年の 2023年時
点での羊の頭数は約 2,436万頭まで減少している
ものの、それでも人口約 520万人の 4倍以上が飼
育されており、羊の放牧風景は NZ を象徴する景
観の一つといえる。このトラックは海岸から丘を
越えて内陸の町へと向かう一方通行のルートとし
て設定されているが、今回は出発地点に車を停め
ていたため、途中のジグザグ状の道をしばらく散
策した後、再び出発地点へと戻った。この間の歩
行距離は 2.4km、所要時間は 59分で累積標高差
は 157m であった。なお、より本格的なハイキン
グを楽しみたい場合には、東側に続くゴッド
リー・ヘッド・パーク方面のトラックへと足を延
ばすことも可能である。
本トラックは、海岸・崖・牧草地といった景観
の連続的変化を短時間で体験できる点に特徴があ
り、歩行の進行に伴う感情の動的変化（Chhetri
et al., 2004）を強く喚起する環境といえる。特
に、急登後に出現する展望景観は「望ましい体験
（楽しさ・魅力）」を高める典型的条件であり、達
成感と景観評価の相互作用が確認できる。また、
羊の放牧風景に代表される文化的景観は、自然と
人間活動の共存を体現しており、観光資源として
の「プル要因」（Dann, 1977; Crompton, 1979）と
して機能している。さらに、このような牧歌的景
観は、自然の享受や新規体験の獲得といった動機
（Farías Torbidoni, 2011）を満たすと同時に、NZ

図 4 ボトル・レイク・フォレスト・パークのウォーキ
ングコース

図 5 ボトル・レイク・フォレスト・パークのビジター
センター

図 6 テイラーズ・ミステイク・ビーチ
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固有のイメージ形成にも寄与する。したがって本
事例は、自然的要素と文化的要素が融合した体験
価値の生成過程を示すものといえる。

③セアリー・ターンズ・トラック
セアリー・ターンズ・トラックは、2,200段の
階段をひたすら登り、淡水の池（ターン）を目指
すコースである。NZ のトラックは管理機関であ
る DOC によって難易度に応じてカテゴリーが設
定されており、最も容易な「車いすでもアクセス
可能なショートウォーク」から、非常に高い体力
と技術が求められる「熟練者向けルート」までの
6段階に分類されている（Department of Conser-
vation, n.d.b）。セアリー・ターンズ・トラック
は、そのカテゴリーの中で下から 3番目の「初級
～中級ウォーキング・トラック」に該当する。図
10の出発地点からセアリーターン展望所まで 500

m 以上の標高差を登ることになるが、図 11のよ
うに急勾配の箇所には階段が整備されており、安
全に歩行できる環境が整えられている。セアリー
ターン展望所では、図 12のように氷河や氷壁、
切り立った岩壁、さらに NZ 最高峰のマウント・
クックを含む山々を望め、360度に広がる壮大な
パノラマ景観を体験することができる（Depart-
ment of Conservation, n.d.c）。このトラックは、急
登を登りきるだけの体力があれば、その雄大な景
観を十分に楽しむことができる魅力的なトラック
である。
本トラックは、明確な身体的負荷と報酬として
の展望体験が結びついた構造を有しており、「挑
戦」と「自己開発」という動機次元（Bichler &
Peters, 2021; Ng, 2026）を強く刺激する事例であ
る。特に、2000段以上の階段による持続的上昇
は、身体的努力の蓄積を可視化し、それが頂上で
のパノラマ景観によって報われるという経験構造
を形成している。このようなプロセスは、登山過
程で感情が上昇し、展望地点でピークに達すると
いう感情変動パターン（杉本，2017）と一致す
る。また、適切に整備された階段は安全性を確保
しつつ、一定の挑戦性を維持しており、これはレ
クリエーション体験における「最適刺激水準」の
維持という観点からも重要である（Brown et al.,

1978）。したがって本トラックは、管理によって
安全性を確保しながらも、挑戦性と景観体験のバ
ランスを実現した好例といえる。

図 7 テイラーズ・ミステイク・トラックの出発地点付近

図 8 テイラーズ・ミステイク・トラックからの眺め

図 9 テイラーズ・ミステイク・トラックの通る野原に
放牧されている羊の群れ
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④フッカー・バレー・トラック
フッカー・バレー・トラックは、図 13の出発
地点からスタートし、図 14のような吊り橋を 3

つ渡って進み、終点のフッカー湖（図 15）まで
続く往復約 10km のトラックである。ルートは全
体的にほぼ平坦で、谷沿いの景観を楽しみながら

歩くことができる。なお、フッカー・バレー・ト
ラックとセアリー・ターンズ・トラックの出発地
点は同じ場所となっている。このトラックは距離
が約 10km と比較的長く、また図 16のように吊
り橋の入口部分に数段の段差が設けられているこ
とから、トラックのカテゴリーでは下から 3番目
の「初級～中級トラック」に分類されている。し
かし、図 17のように荒野の中でも遊歩道がよく
整備されているため、トラックの途中では車いす
利用者も含む家族連れがハイキングを楽しむ様子
も見られた。終点のフッカー湖（図 15）では、
氷河から流れ出た氷塊が湖面に浮かぶ景観を眺め
ることができ、雄大な自然の力強さを体感できる
場所となっている。なお、2025年の大雨により
第二吊り橋の橋脚基礎が侵食されたことから、現
在はそれより先の区間が閉鎖されている（De-
partment of Conservation, n.d.d）。
本トラックは、平坦で整備されたルートにより
高いアクセシビリティを実現しており、多様な利
用者層に開かれた自然体験の場となっている。こ
の点は、日帰りハイキングが持つ低い参加障壁と
広範な利用可能性を体現している。吊り橋や氷河
湖といった視覚的に印象的な要素は、自然景観の
魅力という強力なプル要因として作用し
（Crompton, 1979）、訪問者の満足度を高める。一
方で、家族連れや車いす利用者の存在は、トラッ
クが社会的交流の場として機能していることを示
しており（Hassell et al., 2015）、ハイキングの社
会的動機とも対応する。また、氷河由来の景観は

図 10 セアリー・ターンズ・トラックの出発地点

図 11 セアリー・ターンズ・トラックの階段

図 12 セアリー・ターンズ展望所

図 13 フッカー・バレー・トラックの出発地点
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自然のダイナミズムを直接的に体感させるもので
あり、自然との再接続を促進する重要な契機とな
る。このように本トラックは、アクセシビリティ
と高品質な景観体験を両立させた包摂的な自然観
光資源として評価できる。

⑤ロイズ・ピーク・トラック
ロイズ・ピーク・トラックは、草地の中を通る
急勾配の道を山頂まで登っていく往復約 16km の
コースである（図 18、図 19）。出発地点と山頂と
の標高差は約 1300m に及び、登山的な要素が強
く体力が求められるルートであるが、コース自体
はよく整備されている。トラックのカテゴリーは
6段階中で下から 3番目の「初級～中級トラッ
ク」に分類されている。山頂付近まで登ると、図
20のようにワナカ湖やアスパイアリング山、さ
らに周囲に連なる山々を一望できる息をのむよう
な景観が広がる。このような魅力的な眺望を楽し
めることから、ロイズ・ピーク・トラックは NZ

でも特に人気の高い日帰りハイキングコースの一
つとなっている（Department of Conservation, n.d.
e）。
本トラックは、日帰りハイキングのトラックと
しては比較的長距離であり、大きな標高差を伴
う。そのため、身体的挑戦と自己開発を中心とす
る動機（Bichler & Peters, 2021; Ng, 2026）を強く
喚起する。特に、単調な登りの継続は身体的負荷
を高めるが、山頂からの圧倒的な眺望がその努力
に対する「報酬」として機能する構造を持つ。こ
のような「努力と報酬」の関係は、長距離歩行に
おける達成感の形成過程（Crust et al., 2011）と
整合的である。また、本トラックの人気の高さ
は、優れた景観資源が強力なプル要因として機能
していることを示している。こうした人気は、混
雑による体験の質の低下という収容力の問題

図 14 フッカー・バレー・トラックの第一吊り橋

図 15 フッカー・バレー・トラックの終点のフッカー湖

図 16 フッカー・バレー・トラックの吊り橋の段差

図 17 フッカー・バレー・トラックの遊歩道
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（Manning, 2007）を招く懸念があるが、本トラッ
クにおいては、コースの長さと展望所の広さがバ
ッファーとなり、大きな問題には至っていない。

⑥ケプラー・トラック
NZ の多くのトラックが、古くからマオリの交

易路やヨーロッパ人開拓者の道に沿って整備され
ているのに対し、ケプラー・トラックは比較的新
しい歴史をもつトラックである。ケプラー・トラ
ックは 1985年、NZ の国立公園制定 100周年を
記念するとともに、ミルフォード・トラックや
ルートバーン・トラックなどの人気ルートで生じ
ていた混雑を緩和する目的もあって整備された
（Australian Geographic Society, 2015）。ケ プ
ラー・トラックの全長は約 60km で、一般的には
3～4日かけて歩く行程が推奨されている。しか
し、今回の日帰りハイキング調査では、図 21の
出発地点から図 22のような道を約 5km 進み、シ
ャロウベイ（図 23）で折り返すコースを歩いた。
トラック全体を踏破する場合とは異なり、シャロ
ウベイまでの往復では特に際立った景観が続くわ
けではないが、気軽に楽しめる日帰りハイキング
コースとしては十分に魅力のあるルートである。
ケプラー・トラックは、観光需要の分散を目的
として設計されたトラックであり、自然観光資源
の計画的開発という観点から重要な事例である。
本調査区間では際立った景観の連続は限定的であ
ったが、それでも一定の魅力が維持されている点
は、自然レクリエーションの価値が必ずしも特異
な景観のみに依存しないことを示している
（Brown et al., 1978）。むしろ、気軽に利用可能な
日帰りルートとしての機能は、リラクゼーション
や日常からの離脱といった基本的動機（Pan &

Ryan, 2007）を安定的に満たす役割を果たしてい
る。また、混雑緩和という政策目的は、観光収容

図 18 ロイズ・ピーク・トラックの出発地点

図 19 ロイズ・ピーク・トラックの様子

図 20 ロイズ・ピークからの眺望

図 21 ケプラー・トラックの出発地点
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力の管理（Manning, 2007）および Limits of Ac-

ceptable Change（許容変化の限界）（Stankey et

al., 1985）の考え方とも関連しており、利用分散
による体験の質の維持を意図した管理戦略として
理解できる。

⑦ミルフォード・トラック
ミルフォード・トラックは、1908年に詩人の
ブランチ・ボーガンが「世界一の散歩道」と称し
て以来、世界中のハイカーから高い人気を集めて
いる（Milfordtrack.net, n.d.）。全長約 53km のコー
スで、通常は 3～4日かけて歩くのが一般的とさ
れている。しかし、前述のとおり非常に人気が高
いため、宿泊施設の予約を取ることは困難であ
る。今回の調査では、ミルフォード・サウンドか
ら船で約 10分移動した場所にある図 24のサンド
フライ・ポイントを出発し、約 5km 先のジャイ
アント・ゲイト滝（図 25）までを往復するガイ

ド付きツアーに参加した。約 5km という比較的
短い行程であったが、図 26のように川を渡る橋
や、樹木のように成長するシダ植物であるツリー
ファーンが並ぶ NZ らしい植生の道（図 27）な
ど、景観の変化に富んでおり、歩いていて楽しさ
を感じられるトラックであった。また、ガイドか
ら植物や動物に関する解説をきくことができた。
本トラックは「世界一の散歩道」と称される

NZ 南島における象徴的存在であり、その高い評
価は卓越した景観多様性と歴史的評価の蓄積に基
づくものである。短距離区間であっても橋梁、森
林、滝といった多様な要素が連続することは、感
情体験の多層性（Chhetri et al., 2004）を生み出
し、歩行の楽しさを高める。また、ガイドによる
解説は、自然環境の理解を深める知的動機
（Farías Torbidoni, 2011）を満たすとともに、文化
的景観の解釈というインタープリテーション機能

図 22 ケプラー・トラックの様子

図 23 ケプラー・トラックのシャロウベイ

図 25 ジャイアント・ゲイト滝

図 24 ミルフォード・トラックの出発地点（サンドフラ
イ・ポイント）
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（Carr, 2004）を果たす。このような体験は単なる
視覚的消費を超え、意味づけられた自然体験を提
供する。一方で、高い人気と予約制は観光収容力
の限界を示しており（Manning, 2007）、体験の質
と利用制限のバランスという課題を内包してい
る。

⑧ルートバーン・トラック
ルートバーン・トラックは、マウント・アスパ
イアリング国立公園とフィヨルドランド国立公園
を結ぶ全長約 32km のトラックである。今回の調
査では、マウント・アスパイアリング国立公園内
にあるトラックの出発地点（図 28）から、ルー
トバーン・フォールズ・ロッジ（図 29）までの
片道約 10km を往復するコースを歩いた。出発し
てしばらくは、図 30のようにルートバーン川沿
いの登山道を進み、途中には休憩に適した河原も
開けている（図 31）。中盤のルートバーン・フラ

ッツ・ハット（図 32）までは比較的緩やかな登
りが続き、のんびりとハイキングを楽しむことが
できる。そしてルートバーン・フラッツ・ハット
を過ぎると本格的な山岳セクションに入り、図
33のルートバーン滝へ向かう区間では急な登り
となる。ただし急登ではあるものの、登山道はよ
く整備されており、安全に歩行できる環境が整っ
ている。本トラックは、河川沿いの緩やかな区間
から急峻な山岳セクションへと移行する構造を持
ち、多様な難易度と景観を段階的に体験できる点
に特徴がある。このような構造は、歩行の進行に
伴う感情変化（杉本，2017）や多様な動機の同時
充足（Ng & Hsu, 2024）を可能にする。
DOC によってグレート・ウォークスに指定さ
れたトラックでは初心者や観光客でも安全に歩け
るよう道が整備され、ガスコンロやヒーターを備
えた快適で大規模な山小屋が設置されている。今
回は利用しなかったが、図 29のルートバーン・
フォールズ・ロッジにも、シャワールームやレス
トランなどの設備が備えられている。予約の義務
化は確実に利用できるという安心感をもたらす一
方で、「思い立ったらすぐに出かける」という伝
統的な即興性が失われ、地元住民にとっての実質
的なアクセシビリティが低下しているとの指摘も
ある（Fagan & Kearns, 2017）。さらに、「トラン
ピング」という自給自足やバックカントリーでの
スキルを必要とする長距離の徒歩旅行という NZ

独自の文化の観点からは、管理され振り付けされ
た体験が、ショッピングモールでの体験のように
感じられ、精神的落胆を生む可能性もあると批判
されている（Fagan & Kearns, 2017）。ただし、山
小屋の管理者である DOC が近年の予算削減に直
面するなかで、グレート・ウォークス以外に位置
する以外の古い小屋については、地域コミュニテ
ィやボランティア団体だけでなく、企業とのパー
トナーシップを導入することで、先着順で利用で
きる無料または低料金の山小屋（設備は簡素で利
用者がすべての必需品を運ぶ必要がある）を維持
する取り組みも進められている（Kearns & Fagan,
2014）。本トラックは、観光商品化と文化的実践
の均衡という現代的課題を象徴する事例といえ

図 26 ミルフォード・トラックに設置された橋

図 27 ミルフォード・トラックの様子
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る。
総合的議論

本調査で対象とした NZ 南島の諸トラックは、
氷河地形やフィヨルド景観など世界的に希少な自
然環境を背景とし、国際的なハイキング目的地と

して高い評価を受けている。同時にこれらのトラ
ックは、地域観光を支える重要な自然資源であ
り、世界中から多くの来訪者を引き寄せている。
しかしその管理主体である DOC は、自然保護と
観光利用の拡大という 2つの目標の間で構造的な
ジレンマに直面している。DOC の活動根拠であ

図 28 ルートバーン・トラックの出発地点

図 29 ルートバーン・フォールズ・ロッジ

図 30 ルートバーン・トラックの様子

図 31 ルートバーン・トラックにある渓流

図 32 ルートバーン・フラッツ・ハットと背後の山

図 33 ルートバーン滝
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る 1987年環境保全法は、自然資源の「保護
（preservation）」と、それと両立する範囲での「レ
クリエーション利用の促進」という 2つの使命を
同時に課している（Higham & Carr, 2003）。この
制度的枠組みは、国立公園を厳格な保護対象であ
ると同時に観光資源として活用するという NZ の
自然管理政策の特徴を示している。本調査では、
この矛盾への管理手段の一つとして「グレート・
ウォークス」における二重価格制度の導入が確認
された。NZ 居住者には比較的低額の利用料金が
設定されている一方で、海外観光客にはより高額
な料金が課されている。これは経済的手段を通じ
て利用量を調整し、自然環境の保護と管理費用の
確保を同時に図る政策と解釈できる。しかし、ミ
ルフォード・トラックの占有率が 99％に達して
いる現状は、価格政策のみでは急増する国際観光
需要を十分に抑制できないことを示している。ま
た、ミルフォード・トラックやルートバーン・ト
ラックの混雑を緩和する目的で整備されたケプ
ラー・トラックも現在では完全予約制となり、依
然として高い需要が維持されている。
こうした管理手法は、レクリエーション研究で
広く議論されてきた「観光収容力（carrying ca-

pacity）」の概念と密接に関連している。自然地域
の利用には、環境への影響を許容できる範囲（環
境収容力）だけでなく、混雑による体験の質の低
下を防ぐための社会的収容力、さらに管理主体が
対応可能な管理収容力が存在するとされる
（Manning, 2007）。NZ のグレート・ウォークスに
おける人数制限や予約制度は、これらの収容力を
維持するための典型的な管理手法であると理解で
きる。しかしながら、近年の自然地域管理では、
単純に利用者数の上限を設定するだけではなく、
「どの程度の環境変化や社会的影響が許容される
のか」という視点から管理を行う必要性が指摘さ
れている。この考え方は「Limits of Acceptable
Change」として知られ、自然環境の状態や利用
体験の質を指標として管理目標を設定する枠組み
として提案されている（Stankey et al., 1985）。NZ
のトラック管理においても、単なる人数規制では
なく、利用体験の質や自然景観の状態を維持する

観点から管理政策を検討する必要があると考えら
れる。さらに、トラック整備の高度化は自然レク
リエーション体験の質にも影響を及ぼしている。
自然地域でのレクリエーション価値は、景観その
ものではなく、そこで得られる体験によって構成
されるとされる。静けさ、冒険性、自律性、自然
との一体感といった要素は、自然レクリエーショ
ン体験の重要な構成要素である（Brown et al.,

1978）。しかし、高規格の山小屋や整備された歩
道、厳格な予約制度といった管理手法は安全性や
利便性を高める一方で、トランピング文化が伝統
的に有してきた自給自足的で冒険的な体験を弱め
る可能性がある。その結果、低インパクトを理念
とするエコツーリズムが、管理の効率化と観光需
要への対応のなかで「振り付けられた観光体験」
へと変化しつつあるという指摘もなされている
（Fagan & Kearns, 2017）。
しかし、NZ の国立公園管理の課題は、自然環
境の保全と観光利用のバランスにとどまらない。
Carr（2004）が指摘するように、これらの景観は
単なる自然環境ではなく、先住民族マオリにとっ
て精神的・文化的意味を持つ「文化的景観」でも
ある。例えばアオラキ／マウント・クックは南島
のイウィ（マオリの部族）である Ngāi Tahu にと
って祖先（tipuna）にあたる存在であり、極めて
神聖な場所とされている。そのため DOC は、ビ
ジターセンター展示、パンフレット、マオリのガ
イドによるウォーキングツアー、神話を表現した
彫刻などを通じて、土地とマオリの関係を来訪者
に伝えるインタープリテーションを導入してき
た。Carr（2004）の調査によれば、多くの来訪者
は訪問前にはその地域がマオリにとって重要な場
所であることを認識していなかったが、現地での
解説を通じてその文化的価値への理解が高まる傾
向が確認されている。こうしたインタープリテー
ションは、訪問者が景観を単なる観光対象として
ではなく文化的意味を持つ場所として理解するこ
とを促し、適切な行動を誘導する管理手段として
も機能している。
このような観点から見ると、NZ のトラック管
理は単なる利用人数の調整ではなく、自然景観、
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文化的景観、観光体験の三者の関係を調整する総
合的な課題であると言える。とりわけ、本調査で
観察された日帰りハイキングの利用形態は、この
関係を理解するうえで重要な視点を提供してい
る。日帰りハイキングは宿泊型トレッキングに比
べて参加のハードルが低く、短時間で自然景観を
体験できることから、地元住民や短期滞在の観光
客に広く利用されている。こうした利用形態は、
必ずしもグレート・ウォークスのような高度に制
度化された観光商品ではなく、比較的自由度の高
い自然体験を可能にしている点で、NZ のトラン
ピング文化の特徴を現在も部分的に維持している
と考えられる。また、日帰りハイキングでは、短
時間の利用であっても風景の変化、達成感、静け
さといった多様な感情体験が生じており、自然環
境との直接的な関係性を形成する重要な機会とな
っている。こうした経験は、自然景観との心理的
な結びつきを形成する過程として理解可能であ
る。レクリエーション研究では、人々が特定の場
所に対して感情的・象徴的な結びつきを形成する
現象を「場所愛着（place attachment）」と呼び、
この感覚が自然保護意識や環境配慮行動と密接に
関連していることが指摘されている（Williams &
Vaske, 2003）。日帰りハイキングのような身近な
自然体験は、こうした場所愛着を形成する重要な
契機となり、結果として地域の自然資源への関心
や保護意識を育む可能性がある。一方で、DOC
が企業や地域団体と連携し、設備は簡素ながらも
先着順で利用可能な「旧来型の山小屋」を維持す
る取り組みは、こうした多様な自然利用形態を支
える重要な試みとして評価できる。これは観光市
場への適応とトランピング文化の継承という社会
的価値の両立を図るものであり、NZ 型エコツー
リズムの特徴を示している。以上のことから、
NZ における「道」の管理は単なる施設整備や利
用規制の問題を超え、自然環境の保護、文化的景
観の尊重、そして自然体験の質をどのように統合
するかという持続可能性の試金石となっている。
今後は、本調査で確認された日帰りハイキングを
含む多様な利用形態を維持しつつ、過度な商業化
を抑制し、自然および文化的価値の保護を制度的

に担保する管理体制を構築することが、地域資源
としての「道」の未来を左右する重要な課題とな
るだろう。
本研究にはいくつかの限界が存在する。第一
に、本調査は NZ 南島の特定のトラックを対象と
した事例研究であり、観察された利用形態や体験
の特徴が他地域の自然観光地にそのまま一般化で
きるとは限らない。とりわけグレート・ウォーク
スのような国際的知名度の高いトラックでは、観
光需要や管理体制が他の自然地域とは大きく異な
る可能性がある。第二に、本研究では現地観察を
中心に来訪者体験を把握しているため、利用者の
動機、満足度、場所愛着の形成過程といった心理
的側面については十分な量的検証が行われていな
い。また、日帰りハイキング利用者と長距離トレ
ッキング利用者の体験の違いや行動特性について
も、より体系的な比較分析が必要である。今後の
研究では、質問紙調査や長期的な利用データを用
いた分析を通じて、来訪者の体験価値や環境意識
の形成過程をより詳細に明らかにすることが求め
られる。さらに、先住民マオリとの協働による文
化的景観の解釈や、観光需要の増加に対応する持
続可能なトラック管理のあり方についても、地域
社会との関係性を含めた総合的な研究の発展が期
待される。
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